
大豆の不耕起・無中耕・無培土栽培による雑草防除法

1．試験のねらい

　　大豆不耕起・無中耕・無培土栽培では①前作の雑草を防除する。②中耕培土による雑草防除が出

来ない事などが憤行栽培と異なる。

　　したがって、播種時及び生育期の効果的な雑草防除法を確立することが、本栽培上必要不可決で

ありその防除法にっいて検討した。

2．試験方法

　　試験ほ場は平成3～4年に畑（雑草多発圃場）、平成5年には転換畑で実施した。平成3年は不

耕起を前提として、雑草茎葉処理剤と土壌処理剤の播種後処理の実用性と雑草多発ほ場における無

中耕・無培土栽培の実証を行った。平成4年には効果的な土壌処理剤を検討し、播種後茎葉処理剤．

　グリホサート41％剤（ラウンドアップ）50m1／aを混用した。前作のビール麦藁はコンバインカッ

ターで10～15㎝に裁断し全量散布（手直しせず）を行い、6月23日に不耕起播種した。平成5年

は生育期茎葉処理剤（特に広葉対象）にっいて検討した。

　　供試薬剤はベンタゾン（N　a）40％液剤（広葉雑草対象）でフェノキサプロップエチル9％乳剤

（イネ科雑草対象）を混用した6散布方法は作物体上部から全面に茎葉処理し、時期は広葉雑草2

～3葉期（大豆本葉3葉期：8月12日）と広葉雑草5～6葉期（大豆本葉6葉期：8月20日）に

処理をした。晶種は3か年とも「タチナガハ」を供試した。

3．試験の結果及び考察

（1）不耕起播種では雑草茎葉処理剤と土壌処理剤を混用し、播種後処理することによって雑草防除

　　ができ、大豆への影響もなかった（表1）。

（2）前作雑草対象に茎葉処理剤を使用しない場合は中耕・培土や土壌処理の有無に関係なく雑草量

　　は多くなった（表2）。

（3）麦程表面散布で前作雑草対象の茎葉処理のみで土壌処理を行わない場合も雑草は多くなった。

（4ジ効果的な土壌処理剤を検討し、リニュロン7．5％十ベンチオカーブ50％十ペンディメタリン

　　5％乳剤は除草効果が高く薬害も認められなかった（表2）。

（5）大豆生育期茎葉処理を検討し、広葉雑草3～6葉期（大豆の畦間が塞がる直前頃が効果的）に

　　ベンタゾン（N　a）40％液剤の10～20m1／a処理で広葉雑草に対する除草効果は高く薬害程度

　　は軽微で、減収もほとんどなかった（表3，4）。

4．成果の要約

　　不耕起播種でも雑草茎葉処理剤と土壌処理剤を混用し、播種後処理することが可能である。土壌

処理剤ではリニュロン7．5％十ベンチオカーブ50％十ペンディメタリン5％乳剤は除草効果が高

　く、広葉雑草が残ってしまった場合は本葉6葉期までにベンタゾンを散布することが有効である。

以上により雑草の多発するほ場においても播種後処理と生育期茎葉処理との除草体系により不耕起・

無中耕・無培土栽培が可能である。　　　　　　　　　　　　　（担当者作物部　湯沢正明）
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表1　物生 ・　童量（1991壬）
　　　　　目　　　　　　　　　　　　　　8月2日　　　収　時

ヒアラ柵、か線ト、、、、、ん播種、、。処〆
グリホザト20％50㎜1／a　　　播種前処璽　伽匡　　　13　　　　　19　　　25．1；
ヒアラホス8％・グリ柵一ト16％（109／11播種後処理　釦匡　　　　g　　　　　lイ　　　26．1

グリ柑一ト20％50m1／a　　，播種後処理　伽E　　　23　　　　　17　　　25．1
※　区ともエ爽几理jの㎜フクス15g朴レフ了ノサイド25m1／aを添櫛概後几理し、
剤め撚種後処理区は土壌処理剤と混川した。

　表2　収穫脾正草量及び子一重（1992住）

ε草茎葉L理

　　　　　　　　　　　イネ科　　その他　　合計　　雑草発生程度　子実重
　　区名　　　　二」／㎡　　　■㎡　　　／㎡　　（観察）　　k　／a
＾：ロロフクス15g＋ラッソー；；0m1／aO．　　0．　　O．8　2，3　　28．
B：トレフ了ノサイド25m1／a　　0．　　1．　　1．8　3，5　　30．
C：コワーク100m1／a　　　1．　　1．　　3．0　2，5　　30．
D：コダル40g／a　　　O．　　1・．　　1．8　1，5　　25．
E：クリ了ダン80m1／パ　　　0．　　O．　　0．4　1，3　　29．
茎葉処理有十土壌処理無5．　　　O．　　　5．8　　5，0　　　26．
茎葉無　　十D剤　　　1．　　　2．　　　3．・8　　2，7　　　25．
茎葉無　　十上壌無　　0．　　　4．　　　4．2　　4，5　　　28．
D剤　　　十培土　　　1．　　　0．　　　2．6　　2．O　　・29．
D剤　　　十無培土　　1．　　　1．　　　2．8　　2．5　　　3且．
土壌無　　十培土・　0．　　　3．　　　4．3　　4，0　　　32．
土壌無　　十無培土　　2．　　　2．　　　4．5　　4，0　　　31．
　　※・隻草重は．・　　・1草発生程度は0（隻草無）～5（菱草　）の6段階
　　※薬剤名：成分％　ロロフクス：リニュロン50％，ラフソー：アラクロール43％，トレファノサイド：トリフルラリン仙．5％

　　　　　　　　　　　コワーク：トリフルラリン14％トブロメトリン6％，コタール：ブロメトリン20％十メトラクロール30％

　　　　　　　　　　　クリアターン：リニュロン7．5舳ンチオカーブ5q％十ペンテ仰リン5％

表3　維整璽一工．肚及び対無処理区比率（％）（1993年）
　　　　　　生育期調査　　　　　　　　　　　　成熟期調査

一齋軍丁τ期処理（＾）熱瞬＝6L期処理てll）雑草3L瑚処理禰τ期処理
区名　　　重1轟「王率 重量 比率　　　　　　比率

バサグラン10m1／a　　O．16　　　　6　　　　　　0，54　　　　7

バサクラン20m1／a　O　　0　　0，40　5
バサグラン40m1／a0．04　2　　0，09　1
E斉1180m－／a　1．24　　48　　　　1，66　　2ユ

無処理　　　2．59100　　ユ遡一100
※（＾）8月19日調査（B）8月‘10□調査、
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